
八郎潟調整池の宮栄養化について

第6報 代かき時における田面水質の挙動について

三浦竹治郎 湯川幸郎 片野 登

大友久利 大橋 猛 小玉幹生1)

l緒言

八郎潟調整池の富栄養化機構解明調査の一環として、大潟村干拓農地からの排出水の水質につ
1) 

いて調査を行い、予報で代かき時の落水について、 SSの誡が非常に多くそれに附随して、肥料成

分の流出量も多い事を汲じ仁。本報で（ま56年の調査結果につして、代かき時の田面水の水質と、

賠渠排水の水質について報告する。

56年度は代かき時の田面水について、現地調査を行うと共に、当センター内に現地土壊を供試

した模擬水田を作り、モデル実験を行った。また暗渠排水について現地圃場で、中干し時と秋季

落水時の排水についての水質を調査した。

I 調査圃場および調査方法

田面水の調査は、昨年と同様大潟村農地の代表的な 3圃場について行い、対照として秋田市内

の一圃場を調査した。調査圃場の耕種条件を表ー 1に示した。モデル調査はセンターのガラス室

内で行い、示リ腿箱型（61x 41 x 32cm)に、大因村視地鯛査田の 2口場風乾水田土填を10C1IL厚さ

に入れ、 2圃場ともl百国の施肥扇とし、水深を1りcm、減水深lOm//1/IJをFl標に底から排水しばが

ら、代かき作業に準じて土棋攪拌を行っfこなお採水および減水分は採水毎に補充したJ供試土

壌のおもな理化学的l生質を表ー2に示した。現地水田の暗渠調査は、大潟村A圃場の暗渠につい

て、 7月、 8月の 2回暗渠の放水口で排出水の調査を行った。

表ー 1 調査圃場の耕種条件

い土 性 入槙時期 冗肥鏃 (k9/10a) 代かき日 田植日

硫加燐安（11号） 40kg 
A 灰褐色系砂壌土 S 45 5/2 5/11 

N : 5 20 P : 2. 27 K : 4. 32 

硫加燐安 (121号） 60kg 
B 強クライ土壌重粘土 S 46 5/8 5/14 

N : 6. 00 P : 5. 24 K : 4, 98 

C 強グライ土壌重粘土 S 55 
重硫加過燐石安（121号） 掌 5/2 5/11 
N : 4. 00 P : 7. 96 K : 3. 32 

硫加燐安（12号） 50kg 
c/5 D 強クライ土壌埴壌土 5/10 

N : 6. 50 P : 3. 70 K : 5. 00 

1)現在秋田県湯沢保健所
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表ー2 供試土壌の理化学性□ pHIT-N NH:-NT-P一鬱馨詈― 粒砂度 分二阿□干ニ
場 ／二。og)(mg/loog)は畠鷺：42mm1認需心窯：0．oo`
A I 7. 8 I o. 14 I. o. 5 I 14 I 18。I 6. 7 I 56. 5 I 15. 8 I 21. o 
B 6 4 ]。27! 2. 4 1 • 48 I 39. 5 I 11. 5 I 26. 9 t 51. 6 I 10. o 
c 1 7. 6 0. 30 2 9 1 21 42 0 17 4 23. 6 29.。l30.0 
D i 4 90  22 61 1 35 1 15 2 16 6 | 33。I29 4 1 21 0 

ll 調査項目および分析方法
＋ 

pH、遜電率、 SS、COD、T-N、NH4-N、NO:-N、NO:-N、T-P、PO:--Pの分析ほ

Iiij報と同じ方法で行った。ま仁、 COD、T-N、T--Pは、試料を）Jラスファイバーろ紙 (0.5~ 

0.6μm、径4.7c11l)でろ過し、可溶性成分も分析した。土壌分析は土壌養分分析法、また粒度分

布はJISA 1204で行った。

水質分析は、原則として試料採水日に行い、出来ない場合は0°C冷蔵庫に保存し、なるべく早

く分析を行ったJ

N 調査結果

1． 表面排出調査

i) 代かき水排出調査

56年度の調査結果を表 3-6 、代かき時における田面水の SS、 Nの動向を図 1~3 に示した。
1) 

大属村農地のかんがい水は予報て姐告しによう:.:::.、循珠方式にI；よっており、代かき、 1且値の

時期には、通常時のかんがし水より混濁しSS15ー501/lg|¢、 T-No.5ー1.8 1/lg|¢、 T-P0.04~

o. 19mg I eで推移している。

代かき直前の田面水は、 SS濃度は用水よりも減少する傾向てあるが、加肥並びに土埴心ら

の溶出でT-N1.0-、7.4mg/l,、 T-PO.18~0. 3Qmg/i,とかんがい水に比較して数倍の濃度になる。

表— 3 より八圃湯では、代いき直絞にss;農度に 12,0001月心と急上昇ずるが、作業後こ虞に

沈降する。しかし、 55年度と同様に 6日後で、 2301/lg|¢、 9日後で1501/lg/¢と異常に高い濃度で

安定しA圃場の特徴となっている。 COD、 T-Pに代かさ後 5~6 日で55年度と同様に18Illg/¢

前後、 0.181ng|¢前後で安定、 T-Nは21/lg|¢前後でかんがい水の数倍の濃度で安定している。

B圃場では、代かさ直後の水は 1分把相出来なかった。代かき 4-5日後に COD15111g/ £前

後、 T-Po.23mg/£またT-Nで2.01/lg|¢前絲と55年度とほぼ同様の値であった。 SS濃度は、 3

日後160mg/£、 6日後270町／¢と55年蕊に比校して両い濃反て安定している。

c圃場では、代かぎ 6日後でSS憑度921/lg/¢、 7日後で67ng|¢にたり55年度と同様にかんがい
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水よりやや高い値で安定している。 COD、T-N、T-Pも同様である。pH、導電率は、 3圃場

共55年度と同様の傾向を示しており、pHは代かき直後に低下し、その後上昇する。導電率は、

代かきの影響を受けないで一定している。

D圃場では、昨年と同様SSが速かに沈降し、大潟村圃場とは強い対照をなしている。また、

N成分動向に大潟村阿場と異なる面があり、 SSろ過後の田面水中のN成分の皇が多い。
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表ー 3 A 圃場の用水・田面水の分析結果

～ー、訊：；＂ミこ採水月日 1 pH I 
導電率 COD 賢D I NH;-N NO;—N NO―3 ーN

T-N T（ -冒Ni T-P I ̀  I ss 
匹}cmI mg:J.E ~昇i mgl¢ mg|¢呵I¢ mg/£ mg/£ mg)P, 

用 水 i 
5.2 7.9 I 

53お30 
5.3 

3.8 ： 
0.24 <0.007 0.02 0.74 0.69 0.047 <o. 006 14 

代かき直 前 5.2 6.7 8.5 7.0 6.24 0.015 1.05 7.36 7.03 0.282 <O. 006 11 

直 後 5.2 5.6 471 554 5.8 9.29 0.034 3.09 59.7 4.47 1. 290 0.386 12,370 

1 日後 5.3 7.0 410 49 15 1. 84 0.069 0.47 7.46 2.69 0.853 0.134 1,390 

3 日後 5.5 6.9 369 11 8.1 1. 3 8 0.081 0.50 9.17 2.36 0.120 0.046 1,400 

6 日後， 5.8 7.6 452 18 10 0.23 0.034 
0.41 I I ： 2.79 1. 63 0.167 Q.068 232 

， 
落水直 月ヽ卜1J , 5.11 6.8 411 | 18 9.9 0.18 0.028 0.14 1. 66 0.69 0.341 0.037 151 

ー

8
9
ー

表ー• 4 B 圃場の用水・山面水の分析結果

試斤＼四ニ`日1
pH 導電率 COD し布OD I NI-I ＋ 4 -N  NO;-N No;-N I T-N T-P I ss 

T：ょ （合9iT`  （ど計μ,U/c吼 mg/.B mg/.B mg/.B mg/.B 叩I.e

用水 ； 
5.7 9.2 

67390 0 
8.9 5. 4 0. 1 6 0.033 0.58 1.83 0.87 Q.189 0.143 50 

代かき直 前 5.8 9.3 9.7 7.0 Q.09 0.029 0.67 1. 90 0.91 0.189 0.138 34 

7 1l '1,520 
＇ ! 

直 後 5.8 22 ll 
i 
6.19 0.060 0.63 8.82 7.36 1. 205 0.154 634 

1 日後 5.9 7,6 761 28 5,5 1. 26 0.048 0,75 5.70 1. 75 0.458 0.049 670 

3 日後 5.ll 8.7 642 11 6.6 0.13 0.027 0.63 2.68 0.82 0.168 0.033 166 

落水直 一IヽJ,IJ_ 5.13 8.6 544 13 5.5 I 0.15 0.020 0.16 ＇ 2.42 0.66 0.235 0.077 273 



表ー5 c圃場の用水 田面水の分析結果

：口採水月日
pH 導電率I COD 兄守OD NH+4 -N  No;-N NO~-N T-N I T-P ss 

T-町Nl¢ （ろ町過1.e） T-mgP/.e （ろ頂g過/.e） 
p.U/c況門g/P, mg/£ mg/P, mg)£ 碍I13 

5, 2, 
！ 

<o. 007 <O. 01 0.31 ， 用 水

・即ンよ→ ｝ ， 

9.1 
46504 8 ! 
5.8 l l 3.4 0.01 0.48 0.126 0.066 15 

代かき直 5.2 9.0 10.0 7.4 0.05 o. 019 o. 32 1.00 0.73 0.306 0.120 13 

直 後 5.2 7.5 629 l I 2,142 16 4.43 0.026 13.0 229 4.19 ll.06 1.738 54,700 

1 日後 5.3 8.0 683 20 9.8 0.17 0.143 1.66 3.65 1,26 2.080 0.221 159 

6 日後 5.8 8.6 627 16 10.0 0.02 0.022 0.17 1.83 0.65 Q,167 0.088 92 

落水直 前 5.9 7.5 612 11 8.6 0.02 0.014 0.12 1.40 0.76 0.181 0.036 67 

ー

9

0

|

l

表ー 6 D 圃場の用水 田面水の分析結果

い 11 」ォ、水月日 pH I 導電率 I CODl ~OD I NH+4 -N  I NO~-N I NO~-N T-N T-P I ss T-N (ろ過） T-P ( 芍｝
- ------ 9 叫 C飢 nig/[1 ご9i節g).i mg/1! i切g/.i mg/R 符g/R mg/R mg/iJ 

用 水 5.4 6.0 179 7,7 4.2 1.95 0.021 Q,77 3,74 3. 91 0,301 O.llO 76 

代かき直 月じ1j ， 5.5 5.1 329 6.7 5.7 7.82 Q.009 2. 12 11.3 9.81 Q,548 0.440 27 

直 後 5.5 4,7 3i0 105 5.6 8.23 Q.034 3. 45 19.7 11. 7 3.239 0.091 2,240 

3時間後 5.5 5.0 245 29 5.6 3.83 <O. 007 1. 71 8.17 5.72 0.568 0.075 440 

6時問後 5.5 4.9 266 13 5.0 4.66 0.007 2.60 8.76 6.82 0.265 0.067 219 

12時閏悛 5. 5, 4.9 292 12 6.1 5.48 0 014 3.12 8.88 7.85 0.281 Q.097 116 

24時閏後
： 

5.6 o| | 
8.0 5.5 4.58 o. 013 2.54 7.99 7.49 0.303 0. 123 60 

落水直 前 5.1 a.4 I 4. 7 1. 1 8 <0.007 0.71 2.56 2.00 0.031 21 
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図ー3 D圃場の代かき時における田面水のSS• T-Nの動向

ii) 容喘試験調査

代かき虹後からのSSの推移と肥料成分の描移の閾に、強い整合11か見られ↑こまた、 SS盤の

安定闊が、大呂村圃場で異常に多しことなとこついて、圃場条件を排除するにめにガラス室内

でモデル謁査を行った。表7'""8およひ区14~7にその調査結果を示したjss足は代かき直後

から急速に沈降し、 A、C圃場共現場と相似た型を示し、安定値は 50ー1001ng|¢である。 N量
の推移は、 T-N（未ろ過）ではSS量の推移に附随している。それに対してろ過水中のT-N

量は、量的変化が少ない。これに対してP量は、約半日後には安定量に達し、その後の変化も

ゆるやかであり、特にろ過水のP量の変化は非常に少ない。 CODの消長はNの消長と極めて

良く1登合している。形態別Nの推移は、代かき直後は有機態Nが80％前後てあり、 N景がやや

安定する 21_1後には40％まで急速に少なくなるか、その後はゆるやかiこ推移ずる。 Pについて

は、 Al叫場」撃と C 圃場土壌でPO~―-P と'『- Pの比率が著しく罠なるrl

疇―ーPとろ過水のT-Pの推移の整合性が高い。
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表ー7 A圃場土壌の代かき時の分析結果（容器試験）

|

9

3

ー

; 1  ss I COD COD（ろ過） NH1-N I No;-N I NO;—N T-N l （Tろ-均N）， I P04 3―一P l T-P I （Tろ・-過P） • 
mg/R, mgf R, mg/R, mg/¢ mgl¢ 研g|¢机gl£ ¢皿gla "gl¢ "gl¢ 

代かき直前 262 23 0. 57 0.056 0.89 3.32 0.223 0.898 

．．ー．直後 13,850 1,416 42 6.99 1. 262 7.34 87.62 3.35 0.398 5.456 1. 540 

3時間後 4,680 201 22 2.25 0.921 2.98 22.02 6.53 0.160 4. 225 0.406 
; 
6 ＂ 4,260 127 23 1. 80 0.900 i 2.99 14.70 6.18 0.144 1. 347 0.503 

12 ！ ！ 3,360 72 20 1.48 0.851 2.27 ll.24 5.081 0.189 1. 425 0.514 

1日後 1,580 72 23 1. 47 0.844 2.95 ll.15 5.48 0.181 0.762 0.430 

2日後 204 57 11 1. 37 0.780 1.62 6.25 4. 34 0.212 0.710 0.420 

3日後 100 21 11 1.02 Q.586 0.96 4. 44 2,93 0.187 0.678 0.305 

4日後 98 13 8.6 0. 71 o.347 Q.94 3.09 2.22 0.193 0.456 0,297 

6日後 72 11 8.0 0.56 Q.186 0.75 2,98 1.99 0.176 0.412 0.266 

表ー8 Cl圃場土壌の代かき時の分析帖果（容器試験）

~~¥¥、項目
時閥 ＼へ—

代かき直前

直後

3時間後

6 

12 

＂ 
II 

1日後

2日後

3日後

4日後

6日後

ss 
一

g
-234 

m
 

12,・900 

12,550 

3,740 

2,520 

1,310 

246 

129 

57 

45 

COD ICOD（ろ過）INI叶—N No;—N I No:-N | 
呵I.e「1g/P,i呵！.eI mg/.e冗gf.e! 

23 I -I o. 54 I o. 161 I o. 6s 1 
1,044 

115 

67 

47 

43 

30 

18 

13 

11 

34 

28 

28 

28 

9.0 

25 

16 

14 

10 

6.41 

1.70 

1.32 

1.20 

1.13 

1. 1 1 

0.97 

0.75 

0.58 

0.735 

0.893 

0.900 

0.773 
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3.93 

5.66 

3.99 

3.81 

3.41 

2.65 

2.11 

1. 60 

0.515 

0.333 

0.555 

0.555 

0.466 

Q.458 

0.391 

0,246 

0.195 

T-P 

mg/P, 
I 

0.908 

3.980 

3.178 

2.016 

0.913 

0.929 

0.729 

0.587 

0.396 

0.370 

T-P 
（ろ過）
_7/l/J)_j_ 

1.148 

0.535 

0.543 

0.607 

0.467 

0.482 

0.451 

0,321 
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2. 暗渠排水調査

A圃場における暗渠排水調査結果を表9~10に示した。

A圃場では、 7月上旬に中千しを行っている。 Il肯渠の排7Jエロは 1圃場で 8排水口あるが、排

水口を同時に開き、その1排水口の調査を行った。中干し時の落水直後は塩ビ集水管内のSSを

含んだ黒灰色の水か流出ナるが、数時間後に，ま暗累内のもみ岱ら中の水、次1こ表面残齋水が暗

渠を通過し緑灰色～黄色しこ変化する。 pHは一定で、導電率の高い溶解物質の多く含んだ排水

である。 COD、T-N、およびT-Pは落水直後がやや高く、その後ほぼ一定の値を示す。
3-

施肥成分であるNH4-Nと、 PO4-Pの割合がT-N、T-Pに対して非常に高いのが田面水

と異なっている。

収穫期田面屹燥のためしこ、 8月下旬に落亦ずる。 7月中干し時と同任に搭水直後は黒灰色の

水が流出し、黄色に変化した。 7月中干し時に比較してpHな、；そぼ同様である岱、樽電率、

COD、T-NおよびT-P其減少している。

96 -



表ー 9 中干し時における暗渠排水の分析結果

；賃．日・盃I色相 lpH 導電率 I COD I NH;-N No;-N No;-N T-N po4 3--P T-P ss 
匹 /cm mg/P, mg/£ mg/£ mg/£ mg/.E机gI.e節g/.E mg/£ 

暗渠落水直 後
7 • 8 
黒灰 I 5,210 129 

| 

10: 10 
6.8 0.50 

0.008 | 0.35 8.98 0.982 2.122 560 

20分後
7 • 8 
10: 30 黒灰

6.9 8,020 88, 0.88 <O. 007 0.12 2.24 0.850 1.447 260 
l 

40分後
7 • 8 陪緑 6曼8 5,190 67 | 0.55 0.010 0.04 : 

0.99 1.041 1.141 I I 28 10: 50 
7 • 8 l 

70 i ！ 1時間後 11: 10 暗緑
6.8 5,610, 0.86 <O. 007 0.09 1.04 1.151 1.238 3 

2時間後
7 • 8 緑灰 6.8 4,470 85 I ＇ 0.51 <O. 007 0.10 2.12 1.217 1.399, 3 12: 10 

表ー10 落水時における暗渠排水の分析結果

|

9

7

1

 

二料 竺[|肩．日・壽巳相 pH 導電率 ＇ COD I , NH[-N No;-N NO;-N T-N po[-P ！ T-P ss 
μ.U/c況刀g/1! mg/.e mg).e 刃r;/1! mg/£ mg/1! mg/1! mg/P, 

8 • 20 i 黒 灰 <o. 007 I I 
l 

1. 03| 0.264 賠渠洛水直 後 10: 10 
6.5 638 36 ， 0.07 0.06 0.295 23 

20分後
8 • 20 

黒灰 6.5 722 0. 07 <O. 007 <O. 01 0.56 0.074 0.283 1 
10: 30 

15 

40分後
8 • 20 

黄 6.4 663 17 i 0.05 <0.007 0.01 0.62 0.074 0.185 3 
10: 50 

1時間後
8 • 20 

黄 6.4 807 18 0.04 <O. 007 0.03 0.64 0.086 0.303 2 
11: 10 

2時間後
8 • 20 

黄 6.4 742 17 0.06 <O. 007 0.04 0. 6 7 0.092 Q.299 2 
12: 10 



V 考察

水質環境の富栄養化に寄与ナる農地排水中の栄養塩類、特に施用肥科成分の流出は世界的に関
2) 

心を呼んでいる問題である。

特に、世界有数の多脆肥国である日本の水田では無祝し1昇ない問題であり、これまで多くの調

査研究が行なわれて、農地排水中の肥料成分が水質汚濁原因の重要な要因であることが指摘され、
3) 4) 

一部で非常に高率の流亡率が恨告されている。

八郎潟干拓農地は、ヘドロ土壌であり、元来すこぶる潜在地力の高い土壌であるが、千陸後の
5) 6) 

年数経過と共に熟田化が進み、それに伴って塩基類の急速tょ沈溶脱が迅り、地力の減詫が激しく、

現在は化学肥料の施用量も増加し、一部では標準施用景に倍する施用景もあると現地で見聞して

いる。かかる現状から我々が実施している干拓地内の幹線排水路の水質の批移は、かんがI,'斯に

負荷の増/JUをふしてしる。農地排水の中で、一廿雑的てにあるが大きな負荷洞として代1)き、 1:l]植
3) 4) 

時の落水の問題が広く提起されて、我々も代かき作業後、田植時の落水を取り上げ、代かき作業

後の肥料戌分の泊長とSS量の消長との関連を［謁査し｝こ前菊て大潟村農地の代かき後の田面水に

ついて、 SS量が高濃度で安定することを指摘した。今回の調査でもその事が確認され、大潟村の

水田は対照水山に対してかなり高い悶度のSS贔を示しているこの事ぱ室内文験でも同様てある

ので大潟村土壌の特性を示すものと考えられ土壌学的検討を必要とするものである。肥料成分に

ついては、田仰水の未ろ過とら砂とて、 T-Nの消長か明らかiこ異なり水箱成分に対して、拉子

態成分の比率が非常に高いことを示しているまた田面水の形態別Nの消長から、大潟村農地で

はヘドロ土壌の豊富な潜在N凪を反映して、有機態Nの比率ii;非常に両く、代かき時の田面水の

粒子態N成分の大半を、有機態N即ち、土壌N加ら欠ってしる事を宗してしる。
4) 

NH]態とNO；態の比率は前年とやや異なり、また既往の調査結果とも整合しないので、今後

検討を要ずる。 Pについてはpi=1 体か—l壌吸着i生の強い成分てあるので、沼存態としてはしおろ

ん、粒子態としても、田面水に存在する量は少なく、その消長はゆるやかである。また溶存態の

大半をPO：一態でしめている。

以上の調査結果から排水路に代かき、田植時に出現する高濃度のSS量とCODは共に水田から

の土壌粒子の流出に由米する面カサ大ぎく、そして大囁村農地は土壌的に、 主にその一圃場の面積

が大きい大型圃場である等の条件から、代かき時に土批粒子OJ沈降ヵ冶おそく、高濃度で安定維持

されるので、田植直前の落水時には、土壌粒子の流亡か大きい特徴を持つものである。現在の調

宵段階てほ、現象面ての解析のみ、であり、排水籠など禁礎的蚊字を把摺して 1ヽ 、なしので、負荷量

計算は不可能であるが、今後これらの点について調査を行う予定である。

八郎昂干拓農地は、既述のように、計り抜下：こあるへ］、口からなる低質重粒；国土壌ーこあるので、

耕地化には土壌の排水、乾燥を促進し、土壌物理性の向上をはかることが急務であり、特に大型

訓場での大型樅1戒化件系の技術確立にぱ前提として、［叫場の排水、近7)く性の凧与、地吋力の向上

は必須条件であった。この為に八郎潟干拓地では干拓後の圃場造成の第一工事として、暗渠の埋
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設が行われた、渠間、渠深は1omxo.smである。しかし硯実iこはその効果は以外iこ少ないらので
6) 

あった。

その後、米の生産調整が行なわれるにあたって、大潟村てはその所有農地の約半分を姐地化す

ることが義務付けられ、結果的に田畑輪換経営となった。その為には水田土壌から妍作も

汎用化が要求され、その対策の一環として賠渠の埋設が再度行なわれている。

5~10m X 0. 5~1. Omであり 2mでその下はもみがらであり、かなり

行である。 よび亀裂深度と合いまって、
4) 

は非常に高くなっ；に。暗渠からの排水については、すてに多くの研究報告があり、農地からの肥

料成分の排出にしめる比率の大きさが指撲されている。

我々は、大潟村農地について初めてその水質の一端を明らかにしたしのであるが、その結果は

既往の知見に見られるように、栽培前殿］には肥料流出量が多く、収樅斯落水ては少ない。ま九N

成分の大半が土壌Nに由来する有殷態Nてあることなどが確認された。しかしPについては、そ
3-

の昂が以外に多い事・、およびPへ態の比率が高しヽことなど、今後快討ずべき閏題は多くある。こ

の問題は、大潟村愧地が既述のように特殊な条件下て造成されている点との閃連で解折されなけ

ればならず、今後土壌学的調査をあわせて行なう必要があるま）｝こ、このような現象団の解析の

みでなく流l1lの批定等を行なって負荷星のi汀；定を行ないたい。

VI 摘要

1) 大！易村農地につし、て、 55年度と同様に代かき時の田面水水質の椎移を閲在し、まに一部現地

水川士壌を用いて室内実験を行なった。さらに応渠排水についてら潤査した。

2) 大呂村農地のかんがい水は循環方式になっており、代かき時には通常より此濁ずる。

3) 代かき直後の田面水のSS濃度は急上昇するが、対照圃場ては約24門間で用水とはほ同程度ま

て低―卜・した。しかし大潟村3［叶場ては代かぎ 5~ 9日

椋である。字内実験ても同様てあった。

□「l水の 4~10倍の濃度て、 55年同

4) 代かき直後は、現地3[侃場ての1Jl面水中の窒累成分は士地窒素に由来ずる有横態窒素が6J~

8J%、容怜怜試験でも80％前後て、施肥砧とT-N濃度とは川閏がない。

5) 代かき時の田面水中のSS濃度と、 T--N、T-PおよひCODとは、J見地、容陥試験とも強

い相関［川係が認められた。

6) 可裕性成分（ろ遇したCOD、T-N、T-P)、噂崖本ぱ代かぎの影臀が少なく、浴喘試

験ではT-Pを除し‘-c竹に影苔が少なかっ仁。 pHは代かき直後にそや低下するものの、ほ直

一定である。

7) 落水直前の田面水は、 3圃場とも方針把成分の比率は代かき直前より下っ］ビが、かんがし、水よ

り数倍の誤笈てあり、特に八土壌てやや高値を示しにC

8) 中干し時（ 7月上旬）における加渠排水に、T-N、T F長度か割合碕く、かっNH]-N、

PO!--Pの占める半が高いのが田面水と異る。
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